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食事調査をすると、実際の摂取量よりも少なく

申告したり、逆に多く見積もって申告したりする

「申告誤差」がしばしばみられます。これは、管理

栄養士を悩ます問題のひとつです。食事調査を

する際に、どのくらいの人に申告誤差が生じる可

能性があるのか、また申告誤差にはどのような要

因が関係しているのかということを知っておく必

要があります。しかし、このような「申告精度」に

関する報告はもっぱら欧米からであり、日本人を

対象とした研究報告はまだ少ないのが現状です。 

そこで、習慣的な摂取量を把握するために開

発された自記式食事歴法質問票（DHQ）から得ら

れる摂取エネルギーの申告状況と、申告精度に及

ぼす要因について検討しました。 

この調査は、新潟、徳島、福岡、鹿児島の４地域

の健康な一般住民のうち 20-59 歳の男女 140 名

の協力を得て実施しました。過去 1 か月のエネル

ギー摂取量の把握には、DHQを使用しました。体重

が安定しているときには、摂取エネルギー（EI）と

消費エネルギー（TEE）が釣り合っているため、摂

取エネルギーの申告量が妥当であるかは、摂取

エネルギーとの比率（EI/TEE）から評価しました。

消費エネルギーの測定には、最も正確かつ日常生

活に影響の少ない外的指標として有望視されて

いる二重標識水法を用いました。 

 摂取エネルギーは、消費エネルギーと比較して、

男性で 16%、女性で 6％少なく申告されていまし

た。そして、EI/TEE が 0.68 未満を過小申告、

0.68-1.16は適正申告、1.16より大きい場合は過大

申告と評価したところ、男性の58％、女性の 32％

が過小申告、男性の 10%、女性の 18%が過大申告

に分類されました（図１）。この結果から、男女とも

に過大よりも過小申告のほうが問題であること

がわかりました。 

 続いて、摂取エネルギーと消費エネルギーの相

関を検討したところ、男性 0.34、女性 0.22 でした

（図２）。そこで、申告精度（EI/TEE）に及ぼす要因

を調べたところ、男性では身体活動レベル、飲酒

頻度（回/週）、理想体重と現在体重の差(kg)、ダ

イエット経験が、女性では年齢、BMI、学歴が関係し

ていることがわかりました。そして、これらの要因

を調整したところ、相関係数は男性で 0.42、女性

で 0.37 となり、相関が強くなりました。以上より、

自己申告による摂取エネルギーを評価する際に

は、食事以外の因子を考慮することの必要性が

明らかになりました。 

今回の結果は、二重標識水を外的指標として、

摂取エネルギーの妥当性を検討した日本で最初

の研究報告になります。しかし、注意してほしいの

は、今回の対象者は、ある地域に限定されている

ため、この結果がすべての日本人に該当すると

は言えません。また今回の結果から、申告精度に

及ぼす要因は性別によって異なる可能性が示唆

されました。そのため、他の集団で同様の研究が

必要です。 
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図２ 自己申告による摂取エネルギーと

二重標識水法による消費エネルギーとの相関

（全国4県の20-59歳の一般住民140名)
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図１ 自己申告による摂取エネルギーの精度

申告精度の評価には、摂取エネルギー（EI）と消費エネルギー（TEE)の比（EI/TEE)を
用いた。そして、EI/TEEの比が0.84未満を過小申告、0.84-1.16を適正申告、そして
1.16より大きい場合は過大申告と判定した。
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*1男性は申告精度（EI/TEE）と関連が見られた身体活動レベル、飲酒頻度（回/週）、理想体重と現在体重の差
(kg)、ダイエット経験の有無で調整。

*1女性は、年齢、BMI、学歴で調整。

* *

エ

エ
ネ


